
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

5,485,0007,715,400長浜市

番号

1

備考措置名 交付金事業の名称 交付金充当額
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

市道消雪ノズル交換事業

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

当該区画の消雪ノズル交換工事において市道椿阪中央線は平成29年度から４年、市道今市池原線は令和
２年度から３年を要するため

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　6.環境･都市　　目標4　生活基盤の整ったまちづくり　　4－1　社会資本の整備
　　施策2　道路等の整備
　　　・地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的かつ効率的に行うとともに、
　　　　老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う
　　　　「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図ります。
目標：地籍調査（遅延地区）解消地区数
　　現状　3地区（平成30年度）　　目標　5地区（令和4年度）　　目標　1地区（令和8年度）

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成２９年度 令和４年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所

交付金事業の概要

長浜市余呉町椿坂、池原

　当該地域は豪雪地帯対策特別措置法に基づく特別豪雪地帯に指定されており、人口減少や高齢化が進
む中、過疎地域にも指定されています。積雪の多いこの地域にとって、消雪設備は道路交通の確保に非
常に重要な役割を果たしているため、消雪ノズルが老朽化し破損箇所の多い市道椿阪中央線を平成29年
度から令和2年度までの4箇年で全面的に修繕するものです。
また当該路線に加え市道今市池原線のノズル交換も令和2年度から実施します。修繕期間は令和2年度か
ら令和4年度までの3箇年で進めます。
　市道椿阪中央線における交換対象全数、令和元年度末交換済数および令和2年度交換済数
　　　交換対象全数：697個　令和元年度交換済数：650個　令和2年度交換済数47個　進捗率100％
　市道今市池原線における交換対象全数、令和2年度交換数
　　　交付対象全数：543個　令和2年度交換済数：225個　進捗率41％

番号 措置名

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

1

交付金事業の名称

市道消雪ノズル交換事業



北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の方法

0 0

備　考

契約の相手方 契約金額

道路維持工事 一般競争入札 カシロ建設株式会社 7,715,400

平成30年度 令和元年度 令和２年度

5,141,000 5,663,000 5,485,000

100

245

215

114.0

272

272

100

平成30年度 令和元年度 令和２年度

235

235

総事業費 6,195,960 6,759,500 7,715,400 35,919,660

活動実績

活動見込

達成度

単位

個

個

％

市道の安全な交通の確保に寄与することができました。引き続き、老朽化した消雪ノズルの取替を継続します。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

評価年度 令和５年度

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標

市道椿坂中央線及び市道今市池原
線ノズル交換数

単位

件

件

％

0

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果指標成果目標

当該区間の消雪
設備に係る地元

要望　0件

当該区間の消雪
設備に係る地元

要望件数

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の担当課室

5,141,000 5,663,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的

0

5,485,000

交付金事業の総事業費等

評価年度の設定理由

令和４年度に当該区間のノズル交換工事が完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

ウッディパル余呉施設修繕事業 長浜市 6,160,000 5,227,000



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該修繕工事が令和２年度に完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

緊急事態宣言下の外出自粛及び施設の休館が影響し、利用者数が減少しました。

ウッディパル余
呉利用者数

成果実績 人 43,474

目標値 人 48,000

達成度 ％ 90.57

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

ウッディパル余
呉利用者数の増

加

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　6.環境・都市　　目標3　居住環境の整ったまちづくり
　　3-3　市街地や各地域の整備　　施策2　市北部地域の活性化
・豊かな自然が広がる北部地域は、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域であ
り、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽に触れあえ
る集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地域づくり」を進め
る。
目標：北部地域の観光入込客数の増加
　　　現状　126万人（平成29年度）　　目標　151万人（令和4年度）　　目標　166万人（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町中之郷

交付金事業の概要

ウッディパル余呉は、豊かな自然資源を活かした地域活性化施設として設置され、年間約46,000人の利
用がありますが、老朽化が進み施設利用者の安全性の確保が課題となっています。平成29年度から危険
性のある箇所および改修の必要がある箇所について本交付金を充当して修繕を進めています。令和2年度
については以下の施設修繕を行うことで、適正な施設の管理運営を行い、更なる利用の拡大につなげる
ことができました。
　森林文化交流センター屋根改修工事（改修箇所：１箇所）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

ウッディパル余呉施設修繕事業



交付金事業の契約の概要

契約金額

箇所 1

達成度 ％ 100

ウッディパル余呉
施設屋根修繕箇所数

活動実績 箇所 1

活動見込

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

交付金事業の総事業費等 令和２年度 備考

活動指標 単位 令和2年度

総事業費 6,160,000

交付金充当額 5,227,000

うち文部科学省分 5,227,000

うち経済産業省分 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方

施設修繕 一般競争入札 有限会社光商店 6,160,000

交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道中之郷小谷線側溝改修事業 長浜市 6,102,800 2,650,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

令和４年度に当該区間の道路改良工事が完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

通学路となっている市道の安全確保ができました。引き続き、老朽化した側溝改修を継続します。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

児童生徒の交通
事故件数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％

事業期間の設定理由 当該区画の道路改良工事に４年を要するため

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

市道の通行安全
の確保

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策   「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標４　生活基盤の整ったまちづくり　　４－１　社会資本の整備
　　施策２　道路等の整備
　　　市道の再編を計画的に進める中、地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的
　　　かつ活効率的に行うとともに、老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくな
　　　る前に予防的な対策を行う「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図る。
　　目標：道路パトロールや自治会要望等により、危険箇所等の早期発見と適切な修繕を計画的に実施
　　　　　するとともに、通行安全・環境美化のために市道沿線の除草、清掃を実施する。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町中之郷

交付金事業の概要

　老朽化した市道側溝改修工事を行い道路の幅員を確保することで、余呉小中学校に通う児童生徒の安
全な通学や近隣住民の歩行の安全を図ります。 令和２年度については本交付金を充当し、側溝延長とし
て70.6mを改修しました。
　　改修対象側溝延長ならびに令和２年度末改修済側溝延長および進捗率
　　　改修対象側溝延長：210m、改修済み側溝延長135.6m、進捗率65％

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道中之郷小谷線側溝改修事業



交付金事業の担当課室 北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道の側溝改修 一般競争入札 株式会社ミズキ 6,102,800

うち経済産業省分 0 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,958,000 2,650,000

うち文部科学省分 2,958,000 2,650,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 年度 備　考

総事業費 6,277,700 6,102,800 23,680,500

達成度 ％ 118.2 96.7

年度

市道中之郷小谷線側溝改修工事延
長

活動実績 ｍ 65 70.6

活動見込 ｍ 55
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

73



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道消雪ポンプ改修事業 長浜市 3,537,600 3,220,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該修繕が令和２年度で完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

単位

成果実績 件 0

目標値 件 0

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町東野

交付金事業の概要

　当該地域は豪雪地帯対策特別措置法に基づく特別豪雪地帯に指定されており、人口減少や高齢化が進
む中、過疎地域にも指定されている。積雪の多いこの地域にとって、消雪設備は道路交通の確保に非常
に重要な役割を果たしているため、老朽化している消雪ポンプを改修しました。
　消雪ポンプ修繕台数：１台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道消雪ポンプ改修事業

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 評価年度 令和２年度

当該区間の積雪
による苦情件数

０件

当該区間の積雪
による苦情件数

達成度 ％ 100

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
６.環境･都市　　目標4　生活基盤の整ったまちづくり　　４－１　社会資本の整備
　施策２　道路等の整備
　・地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的かつ効率的に行うとともに、
　　老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う
　　「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図ります。
目標：地籍調査（遅延地区）解消地区数
　　現状　3地区（平成30年度）　　目標　5地区（令和4年度）　　目標　1地区（令和8年度）



うち文部科学省分 3,220,000

総事業費 3,537,600

活動見込 基 1

年度 年度

活動実績 基 1

市道の安全な交通の確保に寄与することができました。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

単位

交付金事業の担当課室 北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消雪ポンプの改修 一般競争入札 小澤建設 3,537,600

うち経済産業省分 0

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

交付金充当額 3,220,000

無

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標

消雪ポンプ修繕数

達成度 ％ 100

令和２年度

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道大浦稲田線側溝改修事業 長浜市 4,842,200 3,765,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

令和３年度に当該区間の道路改良工事が完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

通学路と交差している市道の安全確保ができました。引き続き、老朽化した側溝改修を継続します。

児童生徒の交通
事故件数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％

事業期間の設定理由 当該区画の道路改良工事に２年を要するため

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

市道の通行安全
の確保

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　6.環境･都市　　目標4　生活基盤の整ったまちづくり　　4－1　社会資本の整備
　　施策2　道路等の整備
　　　・地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的かつ効率的に行うとともに、
　　　　老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う
　　　　「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図ります。
目標：地籍調査（遅延地区）解消地区数
　　現状　3地区（平成30年度）　　目標　5地区（令和4年度）　　目標　1地区（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井町大浦

交付金事業の概要
　老朽化した市道側溝改修工事を行い道路の幅員を確保することで、近隣住民の歩行の安全を図り、通
学路である県道との交差点での事故防止を図りました。
市道大浦稲田線側溝改修工事　施工延長：66ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道大浦稲田線側溝改修事業



交付金事業の担当課室 北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道の側溝改修 一般競争入札 大地建設 4,842,200

うち経済産業省分 3,765,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,765,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 備　考

総事業費 4,842,200

達成度 ％ 100

年度

市道大浦稲田線側溝改修工事延長

活動実績 ｍ 66

活動見込 ｍ 66
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1
地域活性化措
置

びわ湖のてっぺんプロジェク
ト事業

長浜市 1,491,555 1,100,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該事業が令和２年度に完了のため

西浅井地域観光
入込客数

成果実績 人 570,400

目標値 人 600,000

達成度 ％ 95.1

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

北部地域の活性
化

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり　　３－３市街地や各地域の整備
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度166万人

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井地域

交付金事業の概要

　西浅井地域の景観や歴史自然、特産品等の地域の魅力を再発見し、地域内外に発信し地域住民や観光
客の交流を広げ、地域の継続的な活性化を図ることができました。
事業内容：景観整備事業（花畑整備）
          イベント事業（スタンプラリー、恋人の聖地プロジェクト（PR活動））
　　　　　商品開発、まちづくりサポーターの設置
実施時期：令和２年６月～12月
市民スタッフ参加者数：21人

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 びわ湖のてっぺんプロジェクト事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

地域住民の活躍の場の提供 随意契約（一者） 西浅井地区地域づくり協議会 1,491,555

うち経済産業省分 1,000,000 1,100,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,000,000 1,100,000

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 年度 備　考

総事業費 1,666,606 1,491,555 3,158,161

達成度 ％ 87.0 91.3

年度

プロジェクトスタッフへの市民参
画者数

活動実績 人 20 21

活動見込 人 23
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

23

交付金事業の定性的な成果および評価等

目標値は過去のピーク時の入込客数で設定していましたが、コロナ禍の影響でピーク時の入込客数を実現するの
は困難でした。しかしながら、令和元年度の入込客数568,300人を超える結果となり、目標値であるピーク時の入
込客数に近づきつつあります。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

道の駅照明器具改修整備事業 長浜市 8,646,000 8,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該工事が令和２年度で完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

緊急事態宣言下の外出自粛が影響し、来訪利用者数の大幅減少が見込まれていましたが、地域住民や家
族連れ、個人ドライバーなど少人数での利用が増加したため目標値を大幅に上回りました。

「道の駅あぢか
まの里」年間利

用者数

成果実績 人 386,700

目標値 人 175,000

達成度 ％ 221.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

「道の駅あぢか
まの里」利用者

の拡大

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　　「長浜市総合計画」
　４.産業･交流　　目標１　たくましい経済基盤をつくるまちづくり　　１－２　農林水産業の振興
　施策１　持続できる農業経営への支援
　　地域の産業・食の基盤としてだけでなく、農地の多面的な機能の維持など多様な機能を併せ持つ
　　農業を持続可能なものとして発展させていくため、若者や女性など次代の地域農業を支える多様
　　な担い手を育成・支援します。また、生産者の顔が見える農業や適正な情報開示等により、
　　安全・安心な農産物の生産・販売を促進します。
　目標：農業生産法人数の増加
　　現状　46人（平成29年度）　　目標　55人（令和4年度）　　目標　60人（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井町塩津浜

交付金事業の概要

　西浅井地域の農林水産業の振興および地域の活性化を図る西浅井地域の中心的な施設である「道の駅
あぢかまの里」を持続して活用し、道の駅に訪れる方の安全・安心を確保するため、施設の劣化箇所で
ある照明器具をＬＥＤ化にしました。
　照明器具改修台数：238台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

道の駅照明器具改修整備事業



交付金事業の担当課室 農業振興課（北部農林振興事務所）

交付金事業の評価課室 農業振興課（北部農林振興事務所）

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

照明器具の改修 一般競争入札 不二電設工業株式会社 8,646,000

うち経済産業省分 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,000,000

うち文部科学省分 8,000,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 8,646,000 8,646,000

達成度 ％ 100

年度

照明器具改修台数

活動実績 台 238

活動見込 台 238
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道維持管理事業 長浜市 481,047 400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

事業終了後に評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

街路灯の適正な管理により、住民の不安を減少させるとともに、地域の交通安全および防犯対策を推進することができました。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

西浅井地域犯
罪・交通事故件
数年間80件以内

成果実績 件 29

目標値 件 80

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

西浅井地域犯
罪・交通事故発

生抑制

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　5.安心・安全　　　　　　目標1　犯罪や交通事故の少ないまちづくり
　　1-1　防犯対策の充実　　施策1　防犯環境の向上
・犯罪防止に配慮した生活環境を整備し、市民と行政が一体となって安全で住みよい地域社会の実現を
目指します。また、犯罪のない明るい社会を築いていくため、市民、事業者、および行政が連携協力し
て総合的な防犯対策を進め、市民の安全で平穏な生活を確保する。
目標：長浜署・木之本署犯罪認知件数の減少
　　現状　694件（平成29年度）　　目標　650件（令和4年度）　　目標　600人（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井地域

交付金事業の概要
　西浅井地域の各集落を結ぶ市道の街路灯（防犯灯）の維持管理を行うことで、地域の交通安全対策と
防犯対策を推進することができました。
　充当期間：6月から11月まで（6箇月分）　充当種別：電気代　　対象街路灯数：392灯

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道維持管理事業



交付金事業の担当課室 市民活躍課

交付金事業の評価課室 市民活躍課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

街路灯の電気供給 随意契約 関西電力株式会社 481,047

うち経済産業省分 0 0 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 400,000 400,000 400,000

うち文部科学省分 400,000 400,000 400,000

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備　考

総事業費 793,566 943,687 481,047

6

達成度 ％ 100.0% 114.3% 100.0%

令和２年度

電気代充当月数

活動実績 月 7 8 6

活動見込 月 7

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

7



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

文化施設等改修事業 長浜市 2,717,000 1,442,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該工事が令和２年度で完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

コロナ禍における施設休館等により入館者数が大幅に減少した

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

市内文化施設６
施設の入館者数

成果実績 人 31,646

目標値 人 62,000

達成度 ％ 51.04

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

指定管理者の入
館者数の増加

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策「長浜市総合計画」
　４.産業･交流　　目標３　地域の魅力を受け継ぐまちづくり
　　３－１　地域の伝統・歴史・文化の継承　　　施策１　歴史文化の活用

　市民が地域の歴史文化に興味や関⼼を抱き、郷土の歴史的資源が身近なものとなり、地域の誇りとな

るよう、積極的な情報発信に努めるとともに、市内の歴史文化施設と連携のもと生涯学習講座等で取り
上げるなど、歴史や文化を伝承し、市民の生涯学習・強度学習を支援する取組を行う。

　また、地域の⼈々が文化財を保存・活用・伝承する営みそのものも「歴史遺産」ととらえ、長浜の歴

史遺産を増やす。
　目標：長浜城歴史博物館、浅井歴史民俗博物館、高月歴史民俗博物館、指定管理館の入館者数合計
　　現状190,070人（平成29年度）　目標191,000人（令和4年度）　目標192,000人（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井町大浦　　　　　　　　　　　　　

交付金事業の概要

　西浅井地域の歴史文化の拠点である「北淡海・丸子船の館」は、指定管理者制度を活用して運営して
いますが、経年劣化した空調設備を整備することにより、安定した施設運営を継続することができ、1年
を通じて来館者の利活用に供することができました。
修繕内容：パッケージ式空調設備修繕　２箇所

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

文化施設等改修事業



交付金事業の担当課室 歴史遺産課

交付金事業の評価課室 歴史遺産課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

施設修繕 一般競争入札 はげむ電器 2,717,000

うち経済産業省分 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,442,000

うち文部科学省分 1,442,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 2,717,000

達成度 ％ 100

年度

パッケージ式空調設備修繕箇所

活動実績 箇所 2

活動見込 箇所 2
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

事業用貨物車両整備事業 長浜市 1,997,000 1,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

交付金事業の定性的な成果および評価等

調査方法について、前回は全項目に対して満足度と重要度を聞いていたものを、今回は回答者が知って
いる事業のみの回答にしたことや、新型コロナウイルス感染症の影響により市民意識が変化したことに
より、当該項目に限らず全ての施策において昨年度よりも下降したと考えている。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

市北部地域の活
性化に関する満

足度

成果実績 点 2.41

目標値 点 2.92

達成度 ％ 82.5

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

市北部地域の活
性化

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度：166万人

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本地域

交付金事業の概要

　北部振興局で使用している貨物車両は、近年、故障や車両トラブルが多く、車両の更新が必要なこと
から、同等の機能を有する貨物車両を購入（更新）しました。このことにより北部振興局管内の事業を
効率よく行うことができるようになりました。
　購入車両：トヨタ　ライトエーストラック（４ＷＤ、パワーリフト車）　１台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

事業用貨物車両整備事業



交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の評価課室 総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

事業用貨物車両の購入 指名競争入札 山崎自動車株式会社 1,997,000

うち経済産業省分 1,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,400,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 1,997,000

達成度 ％ 100

年度

事業用作業車両の整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市民文化ホール改修事業 長浜市 1,738,000 1,485,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

当該工事が令和２年度で完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

施設利用に支障が生じる箇所の修繕を行い、市民が安心して利用できる状態になりました。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

318

目標値 件 300

達成度 ％ 106.0

令和２年度評価年度

木之本スティッ
クホール利用件

数の増加

木之本スティッ
クホールの利用

件数

成果実績 件

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策「長浜市総合計画」
　２.教育・文化　　目標２　豊かに学び感性を磨くまちづくり
　　２－２　文化芸術・スポーツの振興　　　施策１　文化・芸術の創造と振興
　個性が輝き、創造性あふれる人づくりのため、優れた文化芸術に触れる機会を提供するとともに、創
作や発表など市民の文化芸術活動を支援します。また、地域固有の伝統文化を継承するとともに、各文
化芸術団体の支援や、高等教育機関等との連携など、多様な活動主体がつながり、支える仕組みづくり
を進めます。
文化財や多様な地域の伝統行事など文化資産を幅広く活用するとともに、長浜の新たな文化を創造し、
積極的に発信していくことで、魅力あるまちづくりを進めます。

　目標：文化ホール事業入場者数
　　現状4,353人（平成29年度）　目標5,500人（令和4年度）　目標6,000人（令和8年度）

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本町木之本　　　　　　　　　　　　　

交付金事業の概要

　木之本地域の文化の拠点である「木之本スティックホール」は指定管理者制度を活用して運営してい
ます。本事業ではバリアフリー化等多くの来場者が使いやすい状態にトイレを改修し、安全かつ適正な
施設運営を継続することができました。
修繕内容：トイレの洋式化及びバリアフリー化　２箇所

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市民文化ホール改修事業



年度

活動見込 箇所 2
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度

トイレ修繕箇所

活動実績 箇所 2

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 1,738,000 1,738,000

交付金充当額 1,485,000 1,485,000

うち文部科学省分 0 0

うち経済産業省分 1,485,000 1,485,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

トイレの洋式化改修 一般競争入札 有限会社小森設備工業 1,738,000

交付金事業の担当課室 生涯学習文化課

交付金事業の評価課室 生涯学習文化課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

きのもと交遊館修繕事業 長浜市 231,000 115,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

きのもと交遊館
の利用者数

成果実績 人 4,268

目標値 人 3,000

達成度 ％ 142.3

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

きのもと交遊館
の利用促進

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり　３－３市街地や各地域の整備
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度：166万人

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本町木之本　　　　　　　　　　　　　

交付金事業の概要

　木之本地域のコミュニティ活動の拠点である「きのもと交遊館」は指定管理者制度を活用して運営し
ています。建物は昭和10年築の歴史的建造物である一方で、老朽化が進み、近年の風水害で一部損壊箇
所がみられることから、損壊箇所を修繕しました。これにより安全かつ適正な施設運営を継続すること
ができました。
修繕内容：外壁補修工事　１箇所

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

きのもと交遊館修繕事業



交付金事業の担当課室 地域振興課

交付金事業の評価課室 地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

施設修繕 随意契約（複数者見積） 株式会社ザイミツリフォーム 231,000

うち経済産業省分 115,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 115,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 231,000

達成度 ％ 100

年度

外壁補修箇所

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度

評価年度の設定理由

当該工事が令和２年度で完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

　コロナ禍でイベントが中止になったため地域外の来訪者を見込まず木之本地域の利用者を想定して目
標値を設定しましたが、地域外に出る機会が制限されたことにより、地域住民による交遊館の利用機会
が増加したため目標値よりも実際の利用者数が上回りました。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

森林作業用機器整備事業 長浜市 2,889,700 2,600,000



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

森林作業用機器整備事業

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市上草野地域

交付金事業の概要
地域における森林整備を促進するため樹木粉砕機を購入し、コミュニティ備品として地域住民が使用できる環境
を整えました。　クローラ式樹木粉砕機（破砕方法：チッパ＆シュレッダ）の購入：1台

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策「長浜市総合計画」
　６環境・都市　　目標２　自然や身近な環境を守り育てるまちづくり　２.１自然や身近な環境の保全
　　施策１　自然や身近な環境保全の推進
　　　森林、琵琶湖や河川など豊かな自然を守り生物多様性を高めていくため、多様な自然環境を保全
　　するとともに、衰退した自然の回復や適切な資源活用、外来種対策など、総合的な取り組みを進める。
　　目標：継続した里山づくりを行うため、幅広い知識や技術を学び、人材及び団体育成を行う。
　　　　里山づくり講座受講者数（年間）
　　　　直近　168人（平成29年度）
　　　　目標　230人（令和4年度）、230人（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

森林整備と林業
の活性化

森林整備と林業
の活性化につい

ての満足度

成果実績 点

目標値 点 2.81（5点満点）

達成度 ％

評価年度の設定理由

隔年で実施される長浜市民満足度調査の調査年度に準じるため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無



交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度 年度

チッパシュレッダの整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 ％ 100%

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 2,889,700

交付金充当額 2,600,000

うち文部科学省分 0

プロショップツノカワ 2,889,700

うち経済産業省分 2,600,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

樹木粉砕機の購入 指名競争入札



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

災害に強いまちづくり推進備
品整備事業

長浜市 410,000 400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価年度の設定理由

長浜市総合計画第２期基本計画の評価年度に準じるため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

備蓄総数／地域
防災計画記載分
の備蓄目標総数

成果実績 ％

目標値 ％ 90

達成度 ％

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

食料品・災害時
対応資機材の充
足率　90%

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策[長浜市総合計画」
　　5. 安心･安全
　　　目標2 防災・減災対策の充実したまちづくり
　　　　2-2 消防・救急体制の強化　　　施策3 緊急時に備えた体制整備
　・いつ、どこで起きるかわからない災害事象に対して、自助、共助による地域対策や個人の取組として要請
　　しつつ、公助としての役割として初動対応としての物資備蓄に取り組むとともに、応援協定市や応援協定
　　締結企業との連携強化を図ります。
目標：食料品等非常物資の備蓄目標に対する充足率
　　　　現状　77.3%（平成30年度）　　目標　  90%（令和4年度）　　目標　 100%（令和8年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市上草野地域

交付金事業の概要

　近年、台風やゲリラ豪雨による災害が多く発生しており、当該地域も草野川の氾濫や土砂災害などの
危険に脅かされています。住民の安心安全な生活、財産を災害から守り、住民主導による防災体制の強
化を図るため、ディーゼル発電機を購入し、災害時の電源確保に備えることができました。
　ディーゼル発電機の購入　台数：１台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

災害に強いまちづくり推進備品整備事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ディーゼル発電機の購入 随意契約（複数者見積） 滋賀電業株式会社 410,000

うち経済産業省分 400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 400,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備　考

総事業費 410,000

達成度 ％ 100%

年度

ディーゼル発電機の購入

活動実績 台 1

活動見込 台 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和２年度 年度


